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教育委員会の所管事務に係る自己点検･評価について

俱知安町教育委員会では、平成２０年４月に「地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一

部を改正する法律」が施行されてから、毎年「倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及

び執行の状況の点検及び評価の実施に関する規則」に基づき、所管する事務の管理と執行状況に

ついて自己点検と評価を行ってきました。

この評価を行うにあたっては、教育関係諸団体等との懇談会を開催し、様々な立場から本町の

教育に関するご意見などをいただいており、それらのご意見を参考とさせてもらったなかで報告

書として取りまとめさせていただいたところです。

今後は、この点検と評価を通して明らかになった施策の改善点等について、事務事業の執行に

おいて十分検討・協議し、なお一層の教育施策の充実に努めてまいりたいと考えております。

町民の皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

令和２年８月

倶知安町教育委員会

地方教育行政の組織及び運営に関する法律（抜粋）

（教育に関する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価等）

第２６条 教育委員会は、毎年、その権限に属する事務（前条第１項の規定により教育長に委任

された事務その他教育長の権限に属する事務（同条第４項の規定により事務局職員等に委任さ

れた事務を含む。）を含む。）の管理及び執行の状況について点検及び評価を行い、その結果に

関する報告書を作成し、これを議会に提出するとともに、公表しなければならない。

２ 教育委員会は、前項の点検及び評価を行うに当たっては、教育に関し学識経験を有する者の

知見の活用を図るものとする。
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◎評価結果の説明

◎項目別評価一覧
＊評価の見方

教育委員会及び教育委員の活動の評価一覧

教育委員会の権限に属する事務（教育長に委任できない事務）の評価一覧

教育委員会の権限に属する事務の評価一覧

◆ この報告書では、各事務事業の【原課における評価等】において、実績・成果・自己評価を

行い、来年度への課題・改善点等で改善や工夫を要する事項についてまとめました。

ランク 評 価 内 容 達成率

Ａ 優れた取り組みが多く、継続して行う 90％以上

Ｂ 一定の成果はあるが課題があり、改善・工夫をすることが必要 70～89％

Ｃ 成果が十分上がっておらず、事業全体の見直しが必要 70％未満

項 目 事 業 名 評価

（１）教育委員会及び教育委員の活動

１ 教育委員会の会議の開催状況、付議案件、

報告案件、協議案件
Ａ

２ 教育委員会及び教育委員の活動状況 Ｂ

項 目 事 業 名 評価

（１）教育委員会の権限に属する事務
委任規則第１条関係～法第１０条及び第１３条

第２項関係
Ａ

項 目 事 業 名 評価

（１）健康づくり、生涯スポーツが活

発な町にする

①食育の推進 Ａ

②生涯スポーツの普及 Ｂ

③町技（スキー）普及活動の充実 Ａ

④スポーツ施設の整備 Ａ

（２）子どもの教育の充実

①学習指導の充実 Ａ

②教育施設の整備 Ｂ

③情報・コミュニケーション教育の充実 Ｂ

④安全・安心な学校給食の提供 Ａ

⑤学校・家庭・地域の連携、協力 Ｂ

⑥体験活動の充実 Ｂ

⑦各種支援事業の推進 Ａ

（３）多文化共生のまちづくり推進 ①コミュニケーション支援 Ａ

（４）生涯学習社会の実現

①生涯学習の推進 Ｂ

②公民館機能の充実 Ｂ

③読書活動の推進 Ｂ

（５) 美しく感性豊かな文化力がある

まちの創出

①芸術文化の振興と活動支援 Ａ

②文化財の保護と有効活用 Ａ

③文化施設等の設備と充実の利用促進 Ｂ
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第１ 教育委員会及び教育委員の活動
１ 教育委員会の会議の開催状況、付議案件、報告案件、協議案件

【活動内容等】
令和元年度における教育委員会議は１８回開催しました。（付議案件等別紙）

教育委員会議では、倶知安町教育委員会の権限に属する事務の一部を教育長に委任する規則（平成

20 年教委規則第２号。以下「委任規則」という。）に基づき、教育委員会の権限に属する事務のうち

教育長に委任することができない事務及び教育長が委任を受けた事務の中でも特に重要な事務及び代

理執行した事務について審議を行うほか、教育長からその執行状況の報告を行いました。

令和元年度では、昨年に引き続き小学校の適正配置の協議を行っております。また、来年度より施

行の倶知安町社会教育中期行政計画について、幾度の協議を行い策定しました。

【令和元年度の具体的な審議事件等の状況】
ア 審議事件

審 議 案 件 件数

① 委任規則第１条に規定する事務

(1) 学校教育及び社会教育に関する一般方針を定めること。

(2) 学校、公民館その他の教育機関の設置及び廃止を決定すること。

(3) 教育財産の取得を申し出ること。

(4) 道費負担職員の懲戒及び任免その他の進退について内申すること。

(5) 教育長及び教育委員会事務局並びに公民館その他教育機関（学校を除く。）の職

員の人事に関すること。

(6) 道費負担教職員の服務の監督の一般方針を定めること。

(7) 学校、公民館その他の教育機関の敷地を選定すること。

(8) 工事の計画を策定すること。

(9) 教育委員会規則その他教育委員会の定める規程を制定又は改廃すること。

(10)教育費予算その他議会の議決を得るべき議案について意見を申し出ること。

(11)社会教育委員その他教育委員会附属機関の委員を任命すること。

(12)学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設定し、又はこれを変更すること。

(13)教科用図書の採択に関すること。

(14)請願・陳情等を処理すること。

(15)法第 27 条第１項に規定する教育委員会の権限に属する事務の点検及び評価を行う

こと。

(16)教育委員会の行う表彰に関すること。

(17)文化財の指定及び解除に関すること。

② 委任規則第１条第２項に規定する報告

③ 委任規則第２条に規定する事務

教育長に委任された事務のうち、重要又は異例の事態が生じた事務

④ 委任規則第３条に規定する事務の報告

教育委員会の権限に属する事務で、教育長が臨時に代理した事務

⑤ 倶知安町教育長事務専決規程（平成 21 年教委訓令第 1号）第２条に規定する事務の

報告

⑥ 地教行法第１０条に規定する委員辞職の同意

⑦ 地教行法第１３条第２項に規定する職務代理者の指定

２

０

０

２

１

０

０

０

９

８

１１

０

１

０

２

２

０

１４

１１

２

０

０

１
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イ 協議事件

ウ 会議の傍聴者の状況 傍聴者数 ０人

エ 議事録の公開等の状況 議事録の公開件数 ０件

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

２ 教育委員会及び教育委員の活動状況

【めざす姿】

教育委員と事務局がスムーズな連携を行ない、増大する諸問題に対して、素早く柔軟に対応

することで、バランスのとれた教育執行をめざします。

【これまでの現状と課題】
● さまざまな案件等に関し、速やかに会議を招集して審議・報告するとともに、継続して協議し

ています。

必要のある事案については、集中して協議事件として会議に諮っています。

● 総合教育会議の設置により、町長と教育委員会が十分な意思疎通を図り、本町の教育の課題や

あるべき姿を共有して、より一層の民意を反映した教育行政推進を図っています。

● 教育長が、学校運営上の問題点や学校教育の実施状況などについて把握し、必要な指示、指

導・助言などを行うとともに、教育委員全員が入学式、運動会・体育大会、学習発表会、卒業式に

出席し、児童生徒を激励しているほか、社会教育施設（美術館、風土館）の現地調査を行うと共に、

社会教育委員との意見交換を行っています。

● 教育委員会として、全道・後志の研修会に参加し、情報交換や問題事例の研究などの研鑽を行

っています。

● 翌年度の教育行政の一般的事項は、教育行政執行方針で定めており、小学校の適正配置等、教

育課題について教育委員会議で協議を行いました。

協議事件 件数

① 倶知安町立小学校の適正配置について

② 倶知安町教育大綱の策定について

③ 倶知安町社会教育中期行政計画の策定について

１

１

２

○事業の実績・成果

・自己評価

・教育委員会議に付さなければならない事件は審議事件として提出されて

います。

・令和元年度では、翌年度更新の町社会教育中期行政計画についての策定

協議や、小学校適正配置など重要な案件について協議を行なってきまし

た。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・

改善点等

・教育的事務や事件について適正な審議を継続します。

・小学校適正配置については、将来の町財政や学校と地域の在り方などにつ

いて、把握・検討を重ねながら慎重に協議を行います。

〇教育関係者による評価

Ａ
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【具体的な施策の方向】
○ 教育委員会事務局はもとより、町長や他の教育機関と連携を行うことで、様々な情報が共有さ

れ、色々な事案に対し柔軟に対応することが可能となり、より良い教育行政の推進が図られます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

事 業 活 動 内 容

・教育委員会と事務局の連携（参１） [継続]・様々な案件等に関した会議を招集し、審議・
報告するとともに、継続して協議する必要のある事案
については、協議案件として会議に諮りました

・教育委員会と町長の連携 （参２） [継続]・1/22 町長と教育長の意見交換を行ったが、３
月に予定していた総合教育会議が、新型コロナの影響
で中止するなど年度内開催が出来ませんでした

・教育機関等との連携 （参２） [継続]・学校施設訪問（北陽小・倶小・倶中を除く）
を実施しました。
・入学式・卒業式、運動会、体育祭、学芸会、文化
祭、子ども議会、はたちの集いなど各種行事に参加し
ました。

・教育委員の自己研鑽 （参３） [継続]・7/11 全道教育研修会に教育長・委員２名・事
務局２名が参加しました。
・10/31 後志管内教育委員研修会に教育長・委員４名
が参加しました。

・計画等の策定 （参３） [継続]・第６次町総合計画や教育大綱、町社会教育中
期行政計画等の重要施策について検討、協議を行いま
した。

○事業の実績・成果
・自己評価

・教育委員と事務局間の連携は図られました。

・学校教育、社会教育の区別なく、さまざまな企画などに出席しており、

現状や問題点の把握が出来ました。

・教育委員会として、全道・後志の研修会に参加し、情報交換や問題事例

の研究などの研鑽を行い、議案審議、方針の策定を円滑に行いました。

・町社会教育中期行政計画の協議策定や小学校の適正配置についての協議を

行いました。

B
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

・地域とともにある学校づくりの推進（コミュニティースクール）などにつ

いて理解を深めるため、町外の先進地事例の視察などができるよう、積極

的な取組が課題です。

・小学校の適正配置に関しては、将来の町財政や学校と地域の関わり方など

について情報収集を行いながら、慎重に協議する必要があります。

〇教育関係者による評価

B
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３ 審議会、各種委員会等の活動状況
【令和元年度の具体的な審議会等の活動状況】

４ 令和元年度教育委員会所管予算の状況

令和元年度教育費予算は、児童生徒が安全で充実した学校生活を送ることができること、また、

住民の学び･創造･交流の充実を目指して効率的・効果的な事業の継続実施に努めました。

学校教育関連の主な事業では、倶知安小学校の小荷物専用エレベーターの更新や北４条東８丁

目の教職員住宅 1棟について、外壁修繕工事を行いました。

また、設備としては、小中学校の校務用パソコンを更新し、さらに中学校では、パソコン教室

内のパソコンやプリンターなどを更新し、無線 LAN 環境の整備も行いました。

教育支援事業の学校教育関連として、小学校は町費による英語専科教員を引き続き活用し、令

和２年度から始まる外国語教育と同様の時間数の英語授業を実施しました。

また、特別支援教育の充実のため、町費による早期支援コーディネーターを配置したほか、支

援が必要な児童・生徒の対応のため学習支援員を 13名体制としました。

倶知安中学校には平成 25 年度から引き続き町独自の施策として臨時教員を２名任用しました。

社会教育関連の施設では、美術館の屋根防水工事を行い、貴重な作品の保全に努めました。ま

た、野球場、パークゴルフ場においては、一部水はけの悪い箇所があることから、暗渠工事や側

溝の整備を行いました。

文化福祉センターにつきましては、雨漏りなどによる腐食が激しいロビーの窓ガラスの取替と

床の張替を実施し、適切に施設の維持管理を行うことができました。

社会教育関連として、前年度に引き続き、町民向け英語研修講座を実施しました。

また、子ども特派員派遣事業、公民館講座など、前年度に引き続き青少年の育成や高齢者に向

審議会・各種委員会等の名称
委員
数

開催
回数

開 催
年月日

主な審議・協議事項

倶知安町奨学生選考委員会 ７ １ 1. 7. 8 ・令和元年度倶知安町奨学生の選考について

倶知安町学校給食運営委員
会

14 ２ 1. 8.30
2. 2.19

・学校給食センターの運営状況について

・令和２年度学校給食費について
倶知安町スポーツ振興審議
会

10 1 1. 9.25 ・令和元年度倶知安町スポーツ表彰について

・平成30年度社会体育事業報告及び令和元年
度社会体育事業計画について

美術館等運営協議会 ６ １ 2.2.21 ・令和元年度 小川原脩記念美術館・倶知安
風土館事業の実施状況

・令和２年度 小川原脩記念美術館・倶知安
風土館事業計画（案）

・今後の取組み、課題等について
社会教育委員会議 15 7 元.5.30

元.7.24

元.11.27

元.12.18

元.12.27

2.1.20

2.1.29

・倶知安町社会教育中期行政計画の策定につ
いて

・今後の計画策定業務について

・現倶知安町社会教育中期行政計画の振り返
りについて

・今後の計画策定業務について

・倶知安町社会教育中期行政計画の策定作業

・倶知安町社会教育中期行政計画の策定作業

・倶知安町社会教育中期行政計画の策定作業

・倶知安町社会教育中期行政計画（まとめ）

・倶知安町社会教育中期行政計画（案）
文化財保護調査委員会 ６ １ 2.2.21 ・町指定文化財の現状と候補について
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けた生涯教育活動を実施しました。

(１)教育費予算の状況

単位:(円)

当初予算額 補正予算額 流用等額 繰越事業費 計

１  教育総務費 99,829,000 5,003,000 408,183 0 105,240,183 103,345,768 0 1,894,415

  ⑴  教育委員会費 2,230,000 △ 100,000 2,130,000 1,822,190 307,810

  ⑵  事務局費 87,295,000 2,079,000 408,183 89,782,183 88,669,313 1,112,870

  ⑶  財産管理費 10,304,000 3,024,000 13,328,000 12,854,265 473,735

２  小学校費 202,123,000 44,006,000 0 0 246,129,000 187,666,121 47,503,000 10,959,879

（明許）

47,503,000

  ⑵  教育振興費 92,679,000 △ 1,549,000 91,130,000 85,494,038 5,635,962

３  中学校費 90,745,000 7,669,000 0 0 98,414,000 78,454,180 12,390,000 7,569,820

（明許）

12,390,000

  ⑵  教育振興費 49,132,000 △ 4,273,000 44,859,000 41,855,172 3,003,828

４  社会教育費 131,152,000 2,277,000 42,392 0 133,471,392 127,323,743 0 6,147,649

  ⑴  社会教育総務費 55,305,000 178,000 42,392 55,525,392 54,872,810 652,582

  ⑵  公民館費 12,921,000 0 12,921,000 12,221,977 699,023

  ⑶  青少年教育費 1,540,000 0 1,540,000 1,314,745 225,255

  ⑷  成人教育費 1,322,000 0 1,322,000 1,082,742 239,258

  ⑸  青少年センター費 9,438,000 △ 430,000 9,008,000 8,157,515 850,485

  ⑹  文化振興費 851,000 0 851,000 778,474 72,526

  ⑺  美術館費 31,982,000 1,859,000 33,841,000 32,301,336 1,539,664

  ⑻  郷土資料館費 17,793,000 670,000 18,463,000 16,594,144 1,868,856

５  保健体育費 346,308,000 △ 8,961,000 △ 267,500 0 337,079,500 315,618,443 0 21,461,057

  ⑴  保健体育総務費 47,295,000 △ 1,161,000 △ 267,500 45,866,500 43,212,007 2,654,493

  ⑵  学校保健体育費 12,903,000 643,000 13,546,000 12,193,682 1,352,318

  ⑶  体育館費 39,411,000 1,100,000 40,511,000 38,189,783 2,321,217

  ⑷  体育施設費 31,610,000 △ 1,358,000 30,252,000 29,233,274 1,018,726

  ⑸  町技普及振興費 25,139,000 0 25,139,000 20,601,193 4,537,807

  ⑹  学校給食センター費 189,950,000 △ 8,185,000 181,765,000 172,188,504 9,576,496

６  文化福祉センター費 44,295,000 △ 3,208,000 △ 183,075 0 40,903,925 39,751,790 0 1,152,135

  ⑴  管理費 44,295,000 △ 3,208,000 △ 183,075 40,903,925 39,751,790 1,152,135

７  諸費 31,634,000 △ 2,256,000 0 0 29,378,000 28,817,262 0 560,738

  ⑴  諸費 8,338,000 △ 1,006,000 7,332,000 7,253,690 78,310

  ⑵  障害児教育振興費 23,296,000 △ 1,250,000 22,046,000 21,563,572 482,428

教育費計 946,086,000 44,530,000 0 0 990,616,000 880,977,307 59,893,000 49,745,693

予算現額

  ※  補正予算額には、流用増減額を含む。

項及び目 支出済額
翌年度
繰越額

不用額

  ⑴  学校管理費 109,444,000 45,555,000 154,999,000 102,172,083 5,323,917

  ⑴  学校管理費 41,613,000 11,942,000 53,555,000 36,599,008 4,565,992
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（２）民生費予算の状況（教育委員会所管分）

（３）教育費の諸率

単位:(円)

当初予算額 補正予算額 流用等額 繰越事業費 計

    青少年相談費 2,292,000 0 2,292,000 2,213,442 78,558

予算現額
項及び目 支出済額

翌年度

繰越額
不用額

単位:(円)

当初 補正後 当初 補正後 支出済 繰越額 執行率

  一般会計総額 9,196,000,000 10,158,859,000 9,657,517,473 83,771,000 100.00 100.00 100.00 100.00 95.06

  教育費 948,378,000 992,908,000 883,190,749 59,893,000 10.31 9.77 9.15 71.50 88.95

    うち学校教育費 627,184,000 674,472,183 582,665,517 59,893,000 6.82 6.64 6.03 71.50 86.39

        社会教育費 321,194,000 318,435,817 300,525,232 0 3.49 3.13 3.11 0.00 94.38

予算 諸率
区分 支出済額

翌年度

繰越額
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第２ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況（教育長に委任できない事務）
１ 委任規則第１条関係

項 目 審 議 案 件

(1) 学校教育及び社会教育に関する一般方針を

定めること。
・教育行政執行方針の作成

・倶知安町子ども読書活動推進計画の策定について

(2) 学校、公民館その他の教育機関の設置及び

廃止を決定すること。
・審議案件なし

(3) 教育財産の取得を申し出ること。 ・審議案件なし

(4) 道費負担職員の懲戒及び任免その他の進退

について内申すること。
・令和元年度教職員人事（一般教職員）について

・令和２年度教職員人事（管理職・一般教職員）について

(5) 教育長及び教育委員会事務局並びに公民館

その他教育機関（学校を除く。）の職員の人

事に関すること。

・倶知安町教育委員会職員人事について（４月１日付）

(6) 道費負担教職員の服務の監督の一般方針を

定めること。
・審議案件なし

(7) 学校、公民館その他の教育機関の敷地を選

定すること。
・審議案件なし

(8) 工事の計画を策定すること。 ・審議案件なし

(9) 教育委員会規則その他教育委員会の定める

規程を制定又は改廃すること。
・町公民館設置管理条例の一部改正について

・町総合体育館管理運営条例の一部改正について

・町営プール管理運営条例の一部改正について

・町旭ヶ丘公園ﾊﾟｰｸｺﾞﾙﾌ場管理運営条例の一部改正について

・町営野球場等体育施設管理運営条例の一部改正について

・町営ソフトボール球場設置管理条例の一部改正について

・町旭ヶ丘公園多目的広場管理運営条例の一部改正について

・町教育委員会の職務に従事する臨時職員等の任用に関する

規則の一部改正について

・倶知安町学校管理規則の一部改正について

(10)教育費予算その他議会の議決を得るべき議

案について意見を申し出ること。
・教育費予算 当初予算（１回）、補正予算（５回）

・財産の取得について【中学校 PC】【小中校務用 PC】

(11)社会教育委員その他教育委員会附属機関の

委員を任命すること。
・倶知安町奨学生選考委員会委員の任命

・倶知安町スポーツ指導員の任命（２件）

・倶知安町スポーツ推進委員の任命

・倶知安町スポーツ推進審議会委員の任命（２件）

・俱知安町学校給食運営委員会委員の任命

・倶知安町社会教育指導員の任命（２件）

・美術館等運営協議会委員の任命について

・倶知安町民生委員推薦会委員の推薦について

(12)学齢児童生徒の就学すべき学校の区域を設

定し、又はこれを変更すること。
・審議案件なし
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２ 委任規則第１条第２項関係

３ 委任規則第２条関係

４ 委任規則第３条第２項関係

５ 専決規程第２条関係

６ 法第１０条及び第１３条第２項関係

項 目 審 議 案 件

(13)教科用図書の採択に関すること。 ・令和２年度使用教科用図書及び小・中学校特別支援学級教

科用図書（一般図書）の採択について

(14)請願・陳情等を処理すること。 ・審議案件なし

(15)法第 27 条第１項に規定する教育委員会の権

限に属する事務の点検及び評価を行うこと。

・教育委員会の所管事務に係る自己点検・評価（２回）

(16)教育委員会の行う表彰に関すること。 ・令和元年度倶知安町スポーツ表彰被表彰者の諮問及び決定

(17)文化財の指定及び解除に関すること。 ・審議案件なし

項 目 報 告 案 件

学校教育及び社会教育に関する事務並びに教育

委員会から報告を求められた事項

・一般行政報告（７回）

・要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況（３回）

・全国学力・学習状況調査の結果

・特別職非常勤職員、一般非常勤職員及び一般非常勤職員

（パートタイマー）の任用について（３回）

項 目 審 議 案 件

教育長に委任された事務のうち、重要又は異例

の事態が生じた事務

・定例行政報告（４回）

・倶知安町奨学生の諮問及び決定

・全国学力・学習状況調査の公表（２回）

・学校給食費の諮問及び決定

・学校評議員の委嘱

項 目 報 告 案 件

教育委員会の権限に属する事務で、教育長が臨

時に代理した事務

・令和元年度教育費補正予算（案）について

・令和２年度教育費予算（案）重点事項について

項 目 報 告 案 件

教育委員会の権限に属する事務で、教育長専決

した事務

・審議案件なし

項 目 審 議 案 件

教育長・教育委員の辞任及び教育長職務代理の

指名に関する事務

・教育長職務代理者の指定について
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

第３ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況

１－３ 健康づくり、生涯スポーツが活発な町にする

【めざす姿】

町民一人ひとりが、生涯にわたって健康で明るく活力に満ちた生活を送ることをめざします。

【これまでの現状と課題】

● 当町では、学年が進むにつれ、朝食欠食の子どもの割合が増える傾向にあり、子どもの時から正

しい食生活や生活・運動習慣を身に着けることが重要となっています。

● 国は平成２３年に「スポーツ振興法」を全面改正し、「スポーツ基本法」を制定しました。

この法律では、スポーツをする権利の明確化、連携と協働による地域スポーツの推進などが示さ

れており、当町においても地域や競技団体等との連携を強化しながら、町民一人ひとりのスポーツ

活動を促進し、スポーツ人口の増加に結び付けていくことが重要です。

● 高齢化の進行に伴い、健康維持・増進を強く意識した中高年向けの取り組みに力を入れていく必
要があります。

【具体的な施策の方向】

① 食育の推進

○ 児童・生徒がさまざまな教育活動の中で、正しい食習慣や食の大切さ、地元の食文化を理解

できるよう、家庭や学校と連携しながら食育を推進します。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果
・自己評価

・規則に基づき、教育委員会議に付さなければならない案件は審議案件と

して協議されました。

・教育長に委任された事務のうち、重要又は異例なものとして教育委員会

の議決を経ておくべきと判断した事務について議案提出しました。

・その他教育長が専決した事務について、直後に開催される会議において

説明・報告し、教育委員全員の理解が得られるよう努めました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・各教育関係施設では、施設・設備の老朽化やＩＣＴ教育、教育施策の中・

長期的な計画を策定し整備等を行う必要があります。

〇教育関係者による評価

Ａ

１ 一人ひとりを大切にするまち

事 業 活 動 内 容

・食育の推進 （参５） [継続]・栄養教諭による食育指導や給食献立の充実、

地場産物の積極的な活用を図りました。
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

② 生涯スポーツの普及

○ スポーツ推進委員などによる各種スポーツ教室を開催し、スポーツの普及・定着を図ります。

○ 総合体育館及び各種体育施設の利用促進をはじめ、地域住民が近くに利用できる学校体育施

設を開放し、スポーツに親しむ場を提供します。

○ 地域におけるスポーツ活動の支援として、各種競技団体の活動や大会開催への支援のほかス

ポーツ環境の整備を進めます。

○ 地域が主体となって、多世代が集い、多種目のスポーツ活動を行う総合型地域スポーツクラ

ブの設立支援を目指します。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果
・自己評価

・栄養教諭を中心に、児童生徒の食に関する動向を把握するとともに、食を

通じて心身の成長や人格の形成の基礎を育んで行くことの重要性を理解さ

せる指導を学校と一体となって取り組むことができました。

・栄養教諭による食育指導については、昨年度に引き続き小学校について

は全ての学校で行いました。

・「羊蹄山麓愛食デー」では、羊蹄山麓７ヶ町村で年 1回、統一日に羊蹄山

麓の食材を使用し、統一メニュー（主菜）の給食を実施し、イベントを通

じて羊蹄山麓で取れる食材について興味関心をもつことができました。

・倶知安町で開催されたG20観光大臣会合に合わせて、参加国の料理を学校

給食で提供し、食を通じてＧ20を身近に感じてもらい、各国の食について

関心をもつ機会に繋がりました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・食に関する正しい知識と望ましい食習慣の定着に向けた取り組みを
進めるため、中学校に於いても食育の指導を行うよう、学校や栄養教諭
と連携を図ります。

・学校給食の満足度及び課題を把握するため、意向調査を検討します。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・学校開放事業 （参６） [継続]・町内小中学校4校の夜間開放を実施し、ｽﾎﾟｰﾂ
団体等への貸出しを実施しました

・総合型地域スポーツクラブ推進事業
（参６）

[継続]・総合型ｽﾎﾟｰﾂｸﾗﾌﾞの基盤確立の支援及び周知
活用を行いました

・スポーツ振興審議会事務 （参７） [継続]・ｽﾎﾟｰﾂ振興審議会の運営事務を行いました

・スポーツ表彰事業 （参７） [継続]・ｽﾎﾟｰﾂで優秀な成績を収めた者・団体の表彰
を実施しました

・スポーツ推進委員及びスポーツ指導
員事務 （参８）

[継続]・推進委員会議により、各種ｽﾎﾟｰﾂ教室の運営
について協議・情報交換を行うと共に、ｽﾎﾟｰﾂ教室の
開催時の実技指導を実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

③ 町技（スキー）普及活動の充実
○ 多くの町民が元気にスキーを楽しめるように、安全で利用しやすい旭ヶ丘スキー場の運営を行

います。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

・体育協会補助事業 （参８） [継続]・倶知安町体育協会が実施する事業に要する経
費の助成を行いました

・スポーツ少年団本部運営補助事業
（参９）

[継続]・スポーツ少年団本部に対する補助を行いまし
た

・スポーツ少年団大会交通費補助
（参９）

[継続]・スポーツ少年団が道内で開催される大会への
参加に当たり借上げ自動車に係る費用の一部を助成し
ました

○事業の実績・成果
・自己評価

・学校開放事業については、近年は少年団やスポーツ団体の利用が多く、競

技スポーツやレクリエーションスポーツの普及・振興が図られています。

利用団体の要望に少しでも応えるため、総合体育館を含めた利用プログラ

ムの変更などで対応しています。

・スポーツ推進委員などの活動については、今年度も「小学１・２年生の走

る教室」を開催し、企画から指導までを行いました。今年で５回目となる

マラソン記録会については、前年同様 200 名以上の参加人数があり、町民

に定着させることができました。

・体育協会、スポーツ少年団等へは、例年の補助金の助成に加え、今年度

は体育協会５０周年事業に対しても助成を行いました。

Ｂ
（達成率 80％）

○来年度への課題・
改善点等

・新型コロナウイルスの影響により約３ヶ月間、総合体育館を含めた町内各

体育施設の利用制限が続きました。また来年度は、「総合体育館メインア

リーナ照明改修工事」が行われるため、１０月から１２月末まで「メイン

アリーナ」が利用できない状況です。そのため各団体が少しでも利用でき

るよう、１０月以降の利用プログラムを大幅に変更し、調整することが必

要です。

・体育協会補助事業として、全国規模の大会に出場する選手・監督（コーチ

含む）に対し、宿泊費・交通費等を補助する事業が開始されるので、スム

ーズに運営できるよう体育協会と連携しながら行っていきます。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・町技普及振興事業 （参 10） [継続]・町内小・中・高校生のスキー授業時及び町内
小学生以下のリフト代の無料化などを実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

④ スポーツ施設の整備

○ 各種スポーツ施設について、利便性の向上や安全面の確保のほか、障がい者の利用にも配慮し

た整備に努めます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果
・自己評価

・小学生以下無料開放及び町民無料デーを実施しました。

各学校のスキー授業や少年団活動、スキー教室も例年どおり活発に行われ

ました。

・今シーズンは、雪不足や新型コロナウイルスの影響により昨シーズンより

も営業日数が少なかったが、町外からの一般利用者や自衛隊訓練が多く、

収入、輸送人員どちらも昨シーズンを上回りました。

・アルペン競技者の練習環境が少なくなっていることから、今シーズンも積

極的に受入れ、後志管内の多くの選手が練習に訪れました。

・チーム指導者やその保護者と積極的にコミュニケーションをとり、練習時

間やコース整備など要望通り行い、競技力向上に貢献しました。

・今年度は昨年度よりも多い、スポーツ推進委員やスポーツ指導員を派遣

し各学校授業のサポートを行うことができました。

Ａ
（達成率 95％）

○来年度への課題・
改善点等

・競技者の練習場所が少なくなっていることから、来シーズンも引き続き一

般客に支障のない範囲で積極的に受入れを行いたいと考えます。

・各学校に派遣するスキー指導員は現状でもまだ足りないため、指導員の

確保が課題です。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・総合体育館運営事業 （参 11） [継続]・総合体育館の維持管理、整備、改修を実施し

ました

・旭ヶ丘スキー場管理運営事業

（参 11）

[継続]・安全運営の為の機械整備の実施等を行いまし

た

・町営プール管理運営事業 （参 12） [継続]・維持管理、整備、改修等を実施しました

・パークゴルフ場管理運営事業

（参 12）

[継続]・維持管理、整備、改修等を実施しました

・野球場管理運営事業 （参 13） [継続]・オープン、クローズ時準備・撤収や通常の維

持管理及び大会前の整備を行いました

・ソフトボール球場管理運営事業

（参 13）

[継続]・オープン、クローズ時準備・撤収や通常の維

持管理及び大会前の整備を行いました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

２ 子どもが心身ともに健やかに育つまち

２－２ 子どもの教育の充実

【めざす姿】

子どもたちの「生きる力」の基本となる「確かな学力」「豊かな心」「健やかな体」を育成
し、「知・徳・体」のバランスのとれた人づくりをめざします。

【これまでの現状と課題】

● 児童生徒数の動向を踏まえ、今後の教育のあり方や学校施設・設備等の整備について検討を進め

て行く必要があります。

● 子どもが地域との関わりを深め、地域について学ぶとともに、世代間交流の推進や地域資源・教

育力の活用が求められています。

● 子どもたちの食生活の乱れが指摘されている中、安全・安心な学校給食の提供を通じて、食に対

する正しい知識を身に付ける食育に関する取組を進める必要があります。

● 子どもたちの豊かな学びを支えて行くためには、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を自覚し、

連携・協力をしながら、地域社会全体で子どもたちの教育を支援する必要があります。

● 子どもが成長していく過程において、実際に見て触れる「体験活動」は、豊かな人間性、生きる

力の基盤を育むための大きな役割が期待されます。

● 社会の急速な変化や携帯型情報端末の普及に伴い、子どもたちの基本的な生活習慣が乱れてきて

いる傾向にあります。

○事業の実績・成果
・自己評価

・各施設の営業に支障のないよう、運営・維持管理が行えました。

・旭ヶ丘スキー場とクロスカントリーコースにおいては例年より非常に少な

い積雪で圧雪には非常に苦労しました。夏季からの整備や圧雪車のオペレ

ーター変更により、圧雪方法の見直しを行い、少ない積雪ではあったが非

常に良いゲレンデでスキーを楽しんでもらうことができました。利用者か

らも大変好評でした。

・総合体育館トレーニング室の利用者も非常に多く、マシン更新の成果が出

てきています。

・多目的広場（サッカーグラウンド）は、サッカー協会から「グラウンド整

備の充実」について要望が上がっていたが、今年度から予算を確保するこ

とができ、取り組めました。早くも１年目である程度の成果が出ました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・冬季施設については、持続的な夏季からの整備を実施します。

・プールの老朽化が激しいため、早急に今後の方針を決める必要がありま

す。

・利用者の要望・ニーズに合った備品の購入や更新が必要です。

・多目的グラウンドの整備も引続き充実させます。

・体育館やスキー場の照明のＬＥＤ化を早急に行う必要があります。

・「新型コロナウイルス」の影響により、どのようにトレーニング室の開放

を行っていくか検討が必要です。

〇教育関係者による評価

Ａ



15

【具体的な施策の方向】

① 学習指導の充実

○ 「知・徳・体」を育み、創意工夫がある教育活動を推進し、子どもたちの個性、能力の育成に

力を入れて行きます。

○ 特別な支援を必要とする児童・生徒に適切な教育を行う体制を強化します。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

事 業 活 動 内 容

・学習指導の充実 （参 14）
《知》

[継続]・各学校において、4/18 実施の全国学力・学習
状況調査の結果分析等を活用しながら、児童生徒の実
態に応じた習熟度別学習やﾃｨｰﾑ・ﾃｨｰﾁﾝｸﾞによる指
導、放課後や長期休業を活用した補充学習の取組みを
行いました。

・教員定数の加配 （参 14） [継続]以下のとおり配置しています。
・指導方法工夫改善加配（倶小 2北陽 1西小 1倶中 1）
・通級指導加配（倶小３）・体育専科加配（北陽小１）
・児童生徒支援加配（倶中 1）・校務支援加配（倶中 1）

・学力向上支援事業 （参 15） [拡大]・倶知安中学校へ町費教員１名を配置しました

・教員の資質の向上 （参 15） [継続]・北海道教育委員会が開催の研修、教育研究機
関の研修に参加しています。
・町教育研究会活動では各学校において自校研修等を
行っています。

・学校図書の充実 （参 16） [継続]・各校で図書を購入して充実を図っており、標
準冊数を上回っている。

・特別支援教育の充実 （参 16） [継続]・早期支援ｺｰﾃﾞｨﾈｰﾀｰを配置と、倶知安町教育
支援委員会の開催により要支援児の把握と早期支援に
向けた幼・保、小・中の連携が図られました。
・各学校に学習支援員 13名を配置しました

・就学指導事務 （参 17） [継続]・就学前に知能ｽｸﾘｰﾆﾝｸﾞ検査と、就学時簡易検
査を実施しました。
・個別に支援が必要な子どもの保護者との教育相談や
就学指導を実施しました。

・通級指導 （参 17） [継続]・倶知安小学校に設置されており、町内で６０
名が通っています。

・２学期制の教育活動 （参 18） [継続]・町立小・中学校全校に２学期制を導入してい
ます

・特色ある教育活動 （参 18）
《徳》

[継続] 以下のとおり各校で実施しています。
・倶 小：生活・白樺発表会
・北陽小：ふれあい学習
・東 小：地域教育研究会・田植え体験学習
・西 小：田植え体験、キャリア教育
・西小樺山：樺山タイム
・倶 中：職場訪問・職場体験

・読書活動の充実 （参 19） [継続]・朝読書等の取り組み状況
倶 小：週４回 10分（全校）
北陽小：週３回 15分（全校）
東 小：週１回 15分（全校）
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

② 教育施設の整備
○ 児童・生徒が、安全・安心な学校生活を送れるよう、学校施設の整備や教材の充実を図ります。

○ 学校施設・設備の計画的な改修や修繕を実施します。

○ 児童数の動向を踏まえ、小学校の適正規模・適正配置について検討を進めます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

西小樺山：毎日 10分（全校）
倶 中：毎日 10分（全校）
※西小：登校後自主的に読書を実施しています

・いじめ不登校対策 （参 19） [継続]・各学校で「いじめｱﾝｹｰﾄ」を実施しました
（２回）
・いじめの早期発見とｽｸｰﾙｶｳﾝｾﾗｰを活用した悩み相談
を実施しました。

・児童生徒の健康管理 （参 20）
《体》

[継続]・内科検診、歯科検診、心臓検診、尿検査等の
実施と、希望者に対するフッ化物洗口を実施しました

・スキー学習等の推進 （参 20） [継続]・ｽｷｰ授業に外部指導者を活用しました。
・ｸﾛｶﾝ用具購入やｽｷｰ授業用ﾊﾞｽ借り上げを行いました

・体育大会への参加奨励 （参 21） [継続]・中体連等各大会出場に対する補助を行いまし
た

・教職員健康診断 （参 21） [継続]・教育職員の健康診断と、人間ドックの受診に
ついて町が負担しました。

・就学時健康診断の実施 （参 22） [継続]・新年度就学児童に対する、内科、歯科、視力
検査、聴力検査を実施しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・中学校の学級編制の状況から、町費で教員を任用し、きめ細かな学習

指導・生徒指導を実施できました。

・学習支援員 13 名により、個別の支援を要する子どもへの指導体制の充実

を図っています。

・一部劣化が見られる学校図書の更新を図っています。

・フッ化物洗口の参加率が 50％程度に上昇しました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・各校での図書台帳整理について、バーコードによるデータ管理などの効率

化を希望する学校もあることから、今後導入に向けた検討をしていきま

す。

・町内小学校の自校通級開設や中学校への通級設置の検討が必要です。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・教材の整備 （参 23） [拡大] 以下のとおり整備を行いました。

・ｸﾛｽｶﾝﾄﾘｰｽｷｰを購入しました（倶小・北陽・東小）

・音楽備品を購入しました（東小・倶中）

・ｻｯｶｰｺﾞｰﾙを購入しました（倶中）
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

③ - １ 情報・コミュニケーション教育の充実

○ 教育用パソコン、電子黒板などのＩＣＴ（情報通信技術）環境の充実により、情報活用能力

の育成に力を入れていきます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

・特別支援学級用備品を購入しました（北陽・東小・

樺山）

・学校施設・設備の維持補修（参 23） [継続]・倶知安小学校小荷物専用昇降機更新工事及び

その他施設修繕を行いました

・学校施設・設備の維持管理（参 24） [継続]・学校施設の長寿命化に向けた施設・設備の状

況調査を実施しました

・教職員住宅の維持管理 （参 24） [継続]・教職員住宅（北４東８)の外壁劣化に伴う外

壁修繕を緊急的に実施しました。

○事業の実績・成果
・自己評価

・学校備品の整理、また各校の要求に応じ備品の購入を行いました。

・学校施設において、予算の範囲内で修繕が必要な箇所が改善できました。

また、長寿命化に向けた調査により、各学校施設・設備の状態を確認する

ことができました。

・教職員住宅については緊急性が高いものから順次修繕を行うことができま

した。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

・倶知安小学校屋体の屋上防水層に複数の破断があるため、屋上防水工事を

行います。

・学校施設の大規模修繕又は建替の実施に向けた検討を行います。

・教職員住宅について、老朽化が進み居住できない状態の空き住宅の撤去・
解体を行います。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・教育用ﾊﾟｿｺﾝ機器の整備（参 25） [拡大]・小・中学校用ｻｰﾊﾞ設置（ｾｷｭﾘﾃｨ強化）、校務

用ﾊﾟｿｺﾝ、中学校教育用ﾊﾟｿｺﾝを更新しました

・特別支援学級児童用ﾀﾌﾞﾚｯﾄを導入しました

・校務支援ｼｽﾃﾑを導入しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・長年の課題であった学校用サーバーの設置や中学校教育用パソコンの入替

など、喫緊の課題には対応できました。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

・小・中学校校内ＬＡＮ設備及び小・中学生一人一台端末の整備を行いま

す。また、遠隔学習用機器や家庭学習用通信機器を整備します。
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【教育関係者による評価】

③ - ２ 情報・コミュニケーション教育の充実

○ ＡＬＴ（外国語指導助手）の活用により、国際理解教育・外国語教育を通して、新しい時代

に対応できる人材の育成を図ります。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

④ 安全・安心な学校給食の提供

○ 学校給食において、地元農産物の利用率を高めることにより地産地消を進めます。

○ 特色ある献立の検討や生産者との交流などにより、地元の産業や食文化に関する理解と食へ

の関心を高め、食育の推進を図ります。

○ 調理場における衛生管理を徹底するとともに、食物アレルギーに対応した学校給食を提供し

ます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・外国語指導助手招へい事業（参 25） [継続]・外国語指導助手の配置を行いました

・小中高英語連携事業 （参 26） [継続]・小・中・高校の英語授業の見学および意見交
換を行いました
・ｲﾝｸﾞﾘｯｼｭｷｬﾝﾌﾟを実施しました

・小学校英語授業 （参 26） [継続]・小学校英語授業を実施しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・町内小学校における外国語及び外国語活動において、英語専科教員とｱｼｽﾀ

ﾝﾄが巡回し、ｵｰﾙｲﾝｸﾞﾘｯｼｭによる英語授業を業者委託により実施しまし

た。

・小中高英語連携事業に継続して取り組み、倶知安町における特色ある英

語教育について協議・検討しながら実施することができました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・外国語指導助手（ALT）の任期が令和２年７月で満了となる事から、ALT

の担っている業務を引き続き、中学校の英語の学びの質の向上と、小・中

の連携を強化するため「ｻﾎﾟｰﾄﾃｨｰﾁｬｰ」業務を委託より実施します。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・安全な学校給食づくり （参 27） [継続]・給食食材への地場産物・道産食材を使用しま
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

⑤ 学校・家庭・地域の連携、協力
○ 学校・家庭・地域が一体となった子どもを取り巻く教育支援体制を構築します。

○ 学校教育と社会教育の連携を強化します。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

した

・学校給食センター施設設備の維持管

理 （参 27）

[継続]・新施設・設備に伴う保守点検委託等を実施し

ました

・学校給食費の徴収事務 （参 28） [継続]・電話による督促、臨戸徴収を実施しました

・学校給食センター調理等業務委託

（参 29）

[継続]・調理業務の民間委託を行いました

・安心安全な学校給食の提供・衛生管理体制の整った

洗浄業務を実施しました

・学校給食費の第３子無償化 （参 29) [継続]・町内の小中学校に３人以上の児童生徒が通っ

ている第３子以降の児童生徒の給食費を免除しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・安全安心で信頼のおける学校給食の提供を目指し、地場産物・道産、国内

産の順序で食材を活用し、学校給食の充実に努めました。また、後志産の

メロン・スイカの提供も継続して提供できました。

・食物アレルギー対応については、保護者、学校関係者、教育委員会、
調理委託業者と連携し、確実に実施しました。

・学校給食費の徴収事務については平成 30 年度滞納繰越分、令和元年度

（現年分）ともに完納しました。

・民間事業者による調理委託は３年目を向かえ、ＨＡＣＣＰ（世界的に

導入されている食品の衛生管理に関する手法のことで、ハサップと読

みます）に沿った衛生管理の徹底を実施し、大きな事故や配送遅延無

く給食の提供を行いました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・給食センターが稼働し３年が経過、施設設備について修理ヶ所が少し
ずつ起きていることから、維持管理のための予算計上が必要です。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・学校評価 （参 30） [継続]・学校自己評価を実施：６校（公表６校）

・学校関係者評価を実施：５校（公表５校）

・学校評議員の委嘱 （参 30） [継続]・倶小５名、北陽３名、東小３名、西小３名、

西小樺山３名、倶中５名を委嘱しました

・登下校の安全対策 （参 31） [継続]・通学路安全推進会議を開催しました

・校下家庭教育学級 （参 31） [継続]・校下家庭教育の講座を実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

⑥ 体験活動の充実
○ 青少年の健全育成を推進するため、自然・郷土・文化・スポーツなどのさまざまな体験活動を

展開していきます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

・子育て講座 （参 32） [継続]・子育て講座を実施しました

○事業の実績・成果
・自己評価

・各校に学校評議員を配置し、保護者や地域の意見を参考にしながら、学

校経営に活かしています。

・通学路合同点検を２回実施し、児童・生徒の安全な登下校に関し、各校

や関係機関と共通認識を図れました。

・各校において家庭・地域へアンケート調査を実施し、学校経営や生徒指

導へ活かしています。

・地域の方へボランティア講師（ミシン指導、スキー指導等）を依頼し、

学校教育へ関わりを持っていただけました。

・校下家庭教育については、町内各学校ＰＴＡが中心となって、家庭が本
来果たすべき役割を見つめなおす機会となるよう講座を企画・開催す
ることで、PTA の親睦を図り、家庭・学校・地域の連携を深める活動に
なっています。

・子育て講座は、共働きの家庭増加により親子で過ごす時間の確保が難し

くなっている現代で、 親子が音に合わせてスキンシップをすることで、

笑顔いっぱいの時間を過ごしていただき、より深いコミュニケーションを

取ってもらえるよう、昨年に引き続き『親子のためのリトミック』を実施

しました。

Ｂ
（達成率 80％）

○来年度への課題・
改善点等

・学校運営協議会の取組みを保護者、地域へ広く発信するため、各学校と

連携し検討します。

・これからさらに家庭・学校・地域一体となった教育支援体制が重要にな
ってくるので、校下家庭教育事業の趣旨を周知し、より多くの学校で実
施してもらうよう取り組んでいきます。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・修学旅行・宿泊学習の実施（参 33） [継続]・修学旅行・宿泊学習を実施しました

・くっちゃんワンダーキッズ（参 33） [継続]・歩いて学ぼう！倶知安の歴史硫黄鉱山跡など

合計１０回実施しました

・倶知安町子ども特派員派遣事業

（参 34）

[継続]・事前ミーティングを含む特派員派遣事業の実

施と事後研修を行いました

・世代交流ふれあい教室 （参 34） [継続]・各学校の行事などで、地域の様々な世代との

相互交流を実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

⑦ 各種支援事業の推進
○ 児童・生徒が、安心して学校生活を送れるよう、金銭的な支援の整備や充実を図ります。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果

・自己評価

・修学旅行・宿泊学習については、各学校で行先・行程・内容について精

選し、実施しています。

・ワンダーキッズは、町内の小学５年生を対象に、伝統・文化・芸術・ス

ポーツなどを主とした体験型の校外学習講座を開催し、さまざまな体験型

の学習をすることで児童の視野を広げることが出来ました。また、ほかの

学校

の児童と共に活動することで友達関係が広がりました。

・子ども特派員事業は、町内の小学５年生を対象に、自ら調査研究のテー

マを決めて取材活動を行い、倶知安町と他の自治体との違いについて比較

検討を行うことで、児童の自主性・積極性が育まれた。また、親元を離

れ、指導者や他の学校の児童と集団生活を送ることで社会性・規律ある生

活態度を身につけることが出来た。また、英語を使って外国人観光者にア

ンケートを取ることで、国際的視野を広げることができました。

・世代交流ふれあい教室は、町内の各小学校が工夫をこらし企画・運営する

ことで、異世代が交流し、相互に理解を深め、心のふれあいを持ち、ま

た、学校週５日制の実施に伴う休日の拡大に対応して、地域における異年

齢児童・生徒の活動を促進し、思いやりなどの心を育てることができまし

た。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・

改善点等

・ワンダーキッズは、少年団活動や学習塾、習い事などにより児童の参加者

が少なくなりつつあり、次世代リーダーを養成するために６年生を参加さ

せるなど、創意工夫し興味深いプログラムを考える等、対策を図る必要が

あります。

・世代交流ふれあい教室事業は、開設要項を休日以外の実施も可能にするな

どに見直し、多くの学校で実施しやすようにする必要があります。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・通学バスの運行 （参 35） [継続]・通学バス・スクールワゴンの運行を行いまし

た

・就学援助 （参 35） [継続]・対象家庭へ就学援助費を支給しました

・奨学金の支給 （参 36） [継続]・高校・大学選考対象者に対し、奨学金を支給

しました

・高校教育の振興 （参 36） [継続]・倶知安農業高等学校教育振興会へ補助しまし

た
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

４ 人と人とのつながりがあるまち

４－１ 多文化共生のまちづくり推進

【めざす姿】

多様な文化背景をもつ人々が、ともに自分らしく生きるまちをつくります。

【これまでの現状と課題】
● 冬季を中心に国外からの観光客の入り込みが増え、オーストラリアのほか香港、シンガポールな

どアジア圏域からも多くの観光客が訪れています。

● 海外からの転入などにより、日本語によるコミュニケーションがとれない児童生徒が増えていま

す。

【具体的な施策の方向】

① コミュニケーション支援
○ 生活に密着した情報を多言語で提供できる体制の整備を進めます。

○ 外国人の児童生徒に対して、授業時の通訳と個別指導を行える支援体制を整えます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

○事業の実績・成果
・自己評価

・通学バス・スクールワゴンは、遠距離通学の児童生徒の負担を軽減する

ために運行しており、登下校の安全が確保されました。

・奨学金は、経済的な理由により就学が困難な学徒に対し支給しており、

有能な人材の育成と就学費負担の軽減となっています。

・倶知安農業高等学校教育振興会への補助は、産業の担い手・後継者の育

成・確保につながっています。

・就学援助について、経済的理由により就学が困難な児童生徒の保護者へ

必要な援助を行えました。

Ａ
（達成率 95％）

○来年度への課題・
改善点等

・奨学金について、現状（時代背景）を踏まえながら、選考基準の見直しも

検討し、奨学金の給付事業を継続します

・スクールワゴンの運行形態やルート等について、全体的な見直しを検討す

る必要があります。

〇教育関係者による評価

Ａ

事 業 活 動 内 容

・ことばでつながるまちづくり事業

（町民向け英語研修） （参 37）

[継続]・町民向け英語研修講座を実施しました

・通訳の配置（支援員） （参 37） [継続]・日本語を理解できない児童生徒へ通訳（外国

人子女等教育支援員）を配置しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

４－２ 生涯学習社会の実現

【めざす姿】

誰もが生涯にわたって学ぶことにより、充実した人生を送ることができる環境づくりを進め
ます。

【これまでの現状と課題】

● 国際化、情報化の進展や科学の進歩といった社会情勢の急速な変化に伴い、私たちは新たに生ま

れる知識や技術に対応することが求められています。

● 少子高齢化といった社会構造の変化に対応するため、自ら学び、身に付ける生涯学習活動を通じ

て、家庭や地域がいきいきと活気にあふれることが期待されています。

● それぞれのライフステージに応じた学習活動に参加し、相互交流を深めながら、健康づくりや生

きがいづくり、仲間づくり、そして、まちづくりへとつなげていくことが求められています。

● 地域の中で講師となり得る人材を見出し、生涯学習の活性化につなげていくことが必要となって

います。

● 誰もが身近な場所で、気軽に読書に親しめる環境づくりが求められています。

● 高齢者が、自らの人生経験で培ってきた豊富な知識や技能を子どもや若い世代などへ伝えるため

にも、世代を超えた交流の場づくりが求められています。

【具体的な施策の方向】

① 生涯学習の推進
○ 新たな知識・技術を学び、交流を図ることができる学習の場を提供します。

○ 生涯学習活動を行う町民が集まり、発表と交流ができる場を創出します。

○ 生涯学習を推進していくため、情報収集に努めるとともに、指導者の育成を進めます。

○事業の実績・成果
・自己評価

・日常的に使われる一般初級英語にフォーカスし、「聞く」「話す」に主眼

をおいた会話を中心としたプログラムを行うことで、英語に対する「こと

ばの壁」を緩和することにより、町民の英会話能力の底上げを図ることを

目的とした町民向けの英語研修事業を実施しました。

（４コース・延べ８０回実施）

・事業実施後のアンケート結果では、回答者全員が「大変有意義だった」

「有意義だった」の回答であり、英語への理解が「大変深まった」「深ま

った」の回答も９５％となっていることから、事業の実施については概ね

効果的でした

・外国人子女等教育支援員については、日本語支援が必要な児童が在籍
する小学校３校へ通訳を１名ずつ配置しました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・
改善点等

・町民向け英語研修講座について、５年間実施し、ある程度の成果があっ
たことから、来年度以降は倶知安町の実態を反映させた新たなコースを設

置するなどして継続します。

〇教育関係者による評価

Ａ
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【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

② 公民館機能の充実
○ 学習活動へのきっかけづくりとして、魅力ある講座の開催に努めます。

○ 地域の人が集い、つながりを深め、最も身近な学習の場である公民館としての機能を整備・充実

します。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

事 業 活 動 内 容

・倶知安町寿大学 （参 38） [継続]・定期的な講座やバス遠足、宿泊研修を実施し

ました

・世代交流センター運営事業（参 38） [継続]・貸し館、維持管理を行いました

○事業の実績・成果
・自己評価

【寿大学】

・町内の 65 歳以上の方を対象に、生涯学習の１コマとして心身ともに健

康で明るく生きがいのある生活を送ることを目的として、各種講座の開

催、バス遠足、宿泊研修、文集の発行を行いました。

・高齢化社会が進む中、生きがい作りの場や生涯学習が求められており、

それらを実現する場として効果的でした。

・大学という名で講座を開講することで、参加者の意識を高めることが出

き、受講者も増加しました。

【世代交流センター運営事業】

・世代交流センター利用者が快適かつ安全な環境下で利用できるように、

適切な維持管理を実施しました。

・安全性の確保と経費節減のため、昼間は絵本館職員が管理し、夜間利用

時は、その都度管理人を配置し施設管理を実施しました。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

【世代交流センター運営事業】

・築年数が５０年以上経過しており建物の老朽化が進んでいることから、

利用者の安全確保のために施設維持管理計画に則った適正な修繕等を実施

するとともに、今後の施設の在り方について検討を行なう必要がありま

す。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・成人式はたちのつどい （参 39） [継続]・新成人への記念式典を実施しました

・公民館・文化福祉センター運営事業

（参 39）

[継続]・貸館業務、管理人を配置した施設管理を行い

ました

・公民館・文化福祉センター施設整備

管理事業 （参 40）

[継続]・ロビー等の修繕工事の外、施設設備の修繕や

維持管理を実施しました
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

③ 読書活動の推進
○ 町民の読書活動を推進するため、利用しやすい環境づくりに努めます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

○事業の実績・成果
・自己評価

【はたちのつどい】

・新成人に対し大人への仲間入りの祝福と、社会人としての自覚の醸成を図

るため、記念式典を開催し、記念映像の披露や記念品（集合写真）の贈呈

を行いました。（１月１２日）

・多数が出席できるよう、式典の開催日を成人の日の前の日曜に開催しまし

た。

・出席率は約８割でした。（対象１１４名中８８名参加）

【公民館・文化福祉センター運営・施設整備管理事業】

・夜間・休日に管理人を配置し、会議室の貸館など利用者が快適に利用で

きるよう配慮しました。

・ロビー等修繕工事などを行い、利用者が快適に利用できるように対応しま

した。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・
改善点等

・社会教育施設の老朽化が進んでいるため計画的な修繕や高齢者等にも配慮

した施設となるよう現状の再確認が必要です。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・絵本館管理運営事業 （参 41） [継続]・絵本の貸出しを含む維持管理業務を実施しま

した

・図書室運営事業 （参 41） [継続]・図書の貸出しや新刊等の情報提供を行いまし

た

○事業の実績・成果
・自己評価

【絵本館管理運営事業】

・図書や絵本を通じて子育て世代の交流や、青少年が読書習慣を身につけ

られるよう、図書の貸出しや絵本館まつりを開催しました。また、ボラン

ティア団体：読み聞かせの会「ぐりとぐら」と協力し、毎月２回の読み聞

かせを行うことができました。

【図書室運営事業】

・話題性のある図書の購入や利用者からのﾘｸｴｽﾄ本の購入だけでなく、他館

との相互貸借の利用など工夫して行いました。

・その時々の話題に沿った特集を組むなど利用者の拡大に努めました。

・町のﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞの蔵書検索ページの活用と館内へのﾎﾟｽﾀｰ掲示など情報発信

に努めました。

Ｂ
（達成率 85％）

○来年度への課題・

改善点等

【絵本館管理運営事業】

・築年数が５０年以上経過しており建物の老朽化が進んでいることから、

利用者の安全確保のために維持管理の徹底を図る必要があります。また、
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【教育関係者による評価】

６ 次の世代に引き継げるまち

６－２ 美しく感性豊かな文化力があるまちの創出

【めざす姿】

芸術、郷土の歴史や自然環境を育み、心豊かな生活のあるまちづくりに取り組みます。

【これまでの現状と課題】
● 心の豊かさを求め、自然環境と共存することの大切さが広く認められる時代の到来により、多様

な文化活動を展開できる基礎づくりが重要になってきました。

● 歴史は先人から受け継いだ貴重な遺産であり、自然環境はわが町の基幹産業や生活を支える共有

財産です。

● 郷土の歴史や生活文化を調べ保存していくとともに、それらに触れる機会を増やし、地域文化を

未来に継承する必要があります。

● 平成２０年３月、倶知安町準都市計画に景観地区（ニセコひらふ地区周辺）を定め、リゾート地

としての調和をとるために形態意匠（色彩・デザイン）の制限と建築制限を実施しています。

● 町全域に“風土を活かし、育てる景観”を作り上げていくことが必要です。

【具体的な施策の方向】

① 芸術文化の振興と活動支援
○ 展示会、音楽祭、演劇、映画など、文化・芸術に触れる機会の充実を図るとともに、良質でニ

ーズの高い文化イベントを開催します。

○ 町民や団体との協働により、総合文化祭など文化・芸術活動の成果を発表する場を設け、交流

できる機会の充実を図ります。

○ 文化・芸術にかかわる個人・団体の活動を支援し、芸術文化活動の充実と促進に努めます。

○ 公民館自主事業を充実し、文化鑑賞の機会の提供に努めます。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

同時

に移転についての検討を進める必要があります。

【図書室運営事業】

・蔵書数の増加により施設が狭小になっています。

・施設が３階のため利用者から移動等の要望が出ておりますので、高齢者に

も利用しやすい施設となるよう検討を進めています。

〇教育関係者による評価

Ｂ

事 業 活 動 内 容

・ファミリーコンサート公演（参 42） [継続]・ミュージカル「あらしのよるに」を実施しま

した

・公民館文化講座事業 （参 42） [継続]・各種講座を開設しました

・美術館展示活動事業 （参 43） [継続]・小川原脩作品の常設展、麓彩会展などの企画

展、２０周年記念特別展を実施しました

・美術館普及活動事業 （参 43） [継続]・ﾜｰｸｼｮｯﾌﾟ、土曜サロン、ミュージアム・コン
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【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

② 文化財の保護と有効活用
○ 町民の共有財産である文化財や歴史資料について調査研究を行うとともに、適切な管理や保護

を講じ、さらに理解を深めるための学習などにも積極的に活用します。

○ 文化協会、各団体と連携し、優れた芸術や知識に触れる機会を豊富に提供することによって、

サートの開催や学校との連携授業を実施しました

・美術館絵画コンクール事業（参 44） [継続]・第１２回ふるさとを描こう絵画コンクールを

実施しました

○事業の実績・成果

・自己評価

・ファミリーコンサート公演は、ミュージカル「あらしのよるに」を開
催しました。２００名を集客することができ、幅広い層の方々に来場して

いただけました。
・公民館文化講座事業は、前期講座として９講座、後期講座として５講座

を開講。延べ１６５名が受講しました。

【美術館関連事業】

・展覧会と連動したオープニング・セレモニー、アーティスト・トークなど

のイベントを実施しました。

・開館 20 周年記念展、記念式典を開催しました。

・美術館長・学芸員を講師とし、土曜サロンを開催（26 回開催）しました

・ミュージアム・コンサートを開催（6回）しました。

・技法体験ワークショップや親子で楽しめる造形活動ワークショップを開催

しました。

・倶知安中学校美術科連携授業を実施しました。

・絵画コンクールを実施しました。

・「音楽とワインの夕べ」の開催など、美術館友の会から事業協力をいただ

きました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・

改善点等

・ファミリーコンサートについては、より多くの町民に芸術鑑賞の場を提供

するためにも北海道補助事業の対象団体から選択するなど工夫をして継続

していきます。

・公民館文化講座は住民ニーズの把握が難しく、人気のある講座を残しつ

つ新規講座に向け講師を探すなど将来的にはサークルに繋げられるような

講座を開講していきます。また受講者からの継続開講希望の多いものにつ

いても開講していけるよう講師と調整します。倶知安農業高校との連携事

業である学校開放講座についても引き続きお願いして開催していきます。

【美術館関連事業】

・傷みが進行した作品の修復を行います。

・学校との連携事業として、授業のほか、教職員研修などの利用促進を図り

ます。

・親子で参加できるワークショップの継続実施など、子どもたちが美術館に

足を運ぶ機会が増えるよう工夫を図ります。

〇教育関係者による評価

Ａ
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質の高い文化活動を行います。

【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

③ 文化施設等の設備の充実と利用促進
○ 施設の展示活動、整備や修繕を計画的に行うとともに、各文化施設相互のネットワーク化を図り、

利用者が満足かつ安心して利用できるよう施設の充実に努めます。

事 業 活 動 内 容

・風土館展示活動事業 （参 45） [継続]・展示、標示の改良、未整理資料・収蔵品の整
理分類作業を実施しました

・風土館普及・研究活動事業（参 45） [継続]・自然観察会「ふるさと探訪」、小中学生向け
体験学習型イベント「寺子屋ミュージアム」を実施し
ました
・学校授業（見学対応、出前授業）の支援などを行い
ました

・文化財などの保護事業 （参 46） [継続]・倶知安双書増補改訂版の発行、和太鼓の修繕
などを行いました

○事業の実績・成果

・自己評価

【風土館展示活動事業】

・展示の改良（展示位置、説明キャプションなど）を実施しました。

・来館者に対する標示の改良を行いました。

・未整理資料・収蔵品の整理分類作業を継続して行いました。

【風土館普及・研究活動】

・「ふるさと探訪」を開催（４回）しました。

・「寺子屋ミュージアム」を開催（６回）しました。

・各小中学校の総合学習、地域学習などの教育支援を実施しました。

・羊蹄山のコマクサ除去活動支援しました。

・北大日本史学研究室と連携し倶知安町史編纂資料の調査、目録を作成しま

した。

【文化財の保護事業】

・町指定有形文化財「大佛寺本堂の天井画」、「羊蹄太鼓」の保存、継承並

びに指導者育成等に対する必要な助成と支援（管理謝礼、和太鼓の修理）

を行いました。

・「大佛寺本堂の天井画」の写真撮影を行いました。

Ａ
（達成率 90％）

○来年度への課題・

改善点等

・展示、標示改良の継続を実施します。

・学校教育や地域との連携充実による風土館の利用を促進します。（連携授

業や講座など）

・収蔵資料のデータ化、デジタル化に向けた作業を継続実施します。

〇教育関係者による評価

Ａ
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【令和元年度の具体的な取組の状況】

【原課における評価等】

【教育関係者による評価】

事 業 活 動 内 容

・美術館維持管理事業 （参 47） [継続]⇒計画的な修繕を実施しました

・風土館維持管理事業 （参 47） [継続]⇒計画的な修繕を実施しました

○事業の実績・成果

・自己評価

・施設の維持管理(敷地、建物、附帯設備)、運営、整備改修を実施しまし

た。

・美術館屋根防水工事（第 1展示室）を実施しました。

・風土館非常用照明器具の取替工事を実施しました。

・FF 暖房機の部分取替を実施しました
Ｂ

（達成率 85％）

○来年度への課題・

改善点等

・美術館屋根防水工事未施工部分の継続実施します。

・美術館非常用照明器具の取替工事を実施します。

・風土館屋根全面改修工事の実施します。

〇教育関係者による評価

Ｂ
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第４ 有識者の意見

教育委員会では、事務の点検・評価を実施するにあたり、教育に関して学識経験を有する

方々から意見を聴くため、教育関係諸団体等の代表者と教育懇談会を開催いたしました。

懇談会でいただいたご質問やご意見は、以下にに記載しております。

なお、「教育関係者による評価」については、「担当課における自己評価」と同様となって

おります。

１ 開催日時 令和２年８月２４日(月） 午前１０時００分から午前１１時４５分

２ 開催場所 倶知安町公民館 中ホール

３ 出席者 教育関係団体：倶知安町教育研究会 渡 邉 均 氏

倶知安町町内会連合会 欠 席

倶知安町ＰＴＡ連合会 加賀谷 彰 氏

倶知安町文化協会 久佐賀 輝 夫 氏

倶知安町スポーツ協会 千 坂 昭 一 氏

倶知安町青少年育成会 平 野 雄 二 氏

倶知安町まちづくり協働会議 本 田 哲 氏

学校評議員代表 青 木 裕美子 氏

教育委員会 ：倶知安町教育委員会教育長 村 井 満

倶知安町教育委員 長 谷 一

倶知安町教育委員 赤 塚 洋 昭

学校教育課長 上 木 直 道

社会教育課長 辻 村 康 広

学校教育課主幹 岡 田 寿 江

学校給食センター所長 笠 原 久美子

学校教育課総務係長 加 藤 公 啓

学校教育課学校教育係長 新 保 好 人

社会教育課社会教育係長 藤 田 創

美術館業務管理係長 紺 谷 貴 之

総合体育館スポーツ振興係長 安 藤 敏 彌

公民館文化振興係長 宮 嶋 伸 行

【主な意見等】

全体を通しての意見

〇町独自の教員配置を継続してほしい。今学校に必要なのはマンパワー。ICT の整備も進め

られているので、ICT の専門的な知識を有した方も配置し、先生方の不安や負担を軽減して

ほしい。

○ICT 化を進めることで、機器を使う先生たちに負担がかかる。例えば、民間だと企業のグ

ループウェアのシステムを使うなど、外部に任せられるところは任せている。特に ICT につ

いては企業に任せたほうが効率的になると思う。

〇倶知安町の著名人やこの道一筋で生涯頑張ってきた方々の話を子どもたちに聞かせること

は大事なこと。倶知安町のことを思い起こせるようなふるさと教育が必要。
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第１ 教育委員会及び教育委員の活動

２ 教育委員会及び教育委員の活動状況

○コミュニティースクールをどうするかという素案を作って積み重ねていくという考えは大事

だと思うが、今までも行われている活動は結構ある。まずは町でどのような活動がされている

のかをぜひ理解していただきたい。

第３ 教育委員会の権限に属する事務の執行状況

１ 一人ひとりを大切にするまち

１－３ 健康づくり、生涯スポーツが活発な町にする

②生涯スポーツの普及

○評価ではないが、倶知安体育協会が２０２０年４月より倶知安スポーツ協会に名称が変更に

なったのでお知らせする。

③町技（スキー）普及活動の充実

○スキー場は、今シーズン雪不足や新型コロナウイルスの影響で、営業日数が短くなったが、

周知がホームペ―ジでのお知らせしかなく、シーズン券を購入した方へのお知らせがなかった

ので、今後このようなことがあったなら、配慮されたほうが良い。

２ 子どもが心身ともに健やかに育つまち

２－２ 子どもの教育の充実

①学習指導の充実

○評価の意見ではないが、学校の先生たちに対し、さらにきめ細かなことを求めることによっ

て先生たちに大きな負担をかけてしまう。働き方改革が一番進んでいないのは先生。やるべき

ことも多いが、残業が続くと心身ともにマイナスになる。

教育委員会としても先生たちに対する取組の検討が必要であり、評価よりも現場の先生たち

のことを考えてあげるべきでは。

○教師は、目の前の子どもたちのために何かしてあげたい、という気持ちと勤務時間が短くな

っていかないというジレンマがある。１分１秒でも無駄な仕事を省くように考えながら取組を

進めている。例えば評価の課題に記載されている図書台帳のバーコード管理について、各学校

で行うのではなく、図書室との連携の中、一括管理できるシステムを構築し、教育委員会と協

力することによって、解決につながる。コミュニティスクールも含めて、そういったシステム

を作り仕事を省くことで、子どもと向き合える時間を作っていきたい。

⑤学校・家庭・地域の連携、協力

○学校運営協議会の取組について、もっと前向きな姿勢で臨んでほしい。コミュニティスクー

ルの制度は学校運営に対し、地域の皆さんが参画していくといった非常に重要な制度。地域、

保護者、先生が学校運営に積極的に関わってもらわなければならない。何でも学校が背負うの

ではなく、地域の中でやれることは地域にやってもらうなど、役割を分担することが必要。

先進的な取組を行っている地域を視察し、整理していってほしい。
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⑥体験活動の充実

○世代交流ふれあい教室事業はとても貴重な活動。それぞれの学校が地域の方々とふれあい、

地域みんなで学校の子どもたちを育てていくという考え方は本当に素晴らしい。

ただ、平日に行われることについて、土日、祝日など休日の方が保護者などが参加しやすいの

ではと思う。学校の都合によって平日になっているのかもしれないが、休日に実施したのなら、

振替の制度もあるので、教育環境を築くという点からも地域の状況を判断し進めてもらいたい。

４ 人と人とのつながりがあるまち

４－２ 生涯学習社会の実現

③読書活動の推進

○絵本館、世代交流センターの老朽化や図書室が３階にあるといった施設に関する問題から、利

用者が伸び悩んでいるとのことだが、新庁舎建設後は、保健福祉会館を再活用するなど、検討し

てほしい。

エレベーターの設置の要望も出ているようだが、お金がとてもかかってしまう。福祉会館に場

所を移すことで、住民や子どもたちも集まりやすくなるのではないか。

また、新幹線の駅舎を中心としたまちづくりも始まる。駅前は町の中の賑わいの拠点となると

考えられるので、町長部局と教育部局がもっと連携し、今以上に考えてほしい。
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令和元年度倶知安町教育委員会会議開催状況
（提出議案）

年・回 開催日 摘　要

議案第１号 教育長職務代理者の指定について 法13-2

議案第２号 俱知安町子ども読書活動推進計画の策定について 1-1-1

議案第３号 倶知安町スポーツ推進審議会委員の任命について 1-1-11

議案第４号 俱知安町スポーツ推進委員の任命について 1-1-11

議案第５号 倶知安町スポーツ指導員の任命について 1-1-11

議案第１号 定例行政報告について 2条

議案第２号 平成３１年度教育費補正予算（案）について 1-1-10

議案第３号 倶知安町奨学生選考委員会委員の任命について 1-1-11

議案第４号 倶知安町学校給食運営委員会委員の任命について 1-1-11

議案第５号 倶知安町スポーツ推進審議会委員の任命について 1-1-11

議案第６号 「倶知安町社会教育中期行政計画（令和２年度～６年度）」策定の諮問について -

R1⑨ 1. 6.13 議案第１号 財産の取得について 1-1-10

議案第１号 財産の取得について 1-1-10

議案第２号 令和元年度倶知安町奨学生の選考諮問について 2条

R1⑪ 1. 7.11 議案第１号 令和元年度倶知安町奨学生決定について 2条

議案第１号 令和２年度使用教科用図書及び小・中学校特別支援学級教科用図書（一般図書）の採択について 1-1-13

議案第２号 平成30年度倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 1-1-15

議案第１号 定例教育行政報告について 2条

議案第２号 令和元年度教育費補正予算（案）について 1-1-10

議案第３号 令和元年度全国学力・学習状況調査の結果について 2条

議案第４号 美術館等運営協議会委員の任命について 1-1-11

議案第５号 倶知安町スポーツ表彰の諮問について 1-1-16

議案第６号 倶知安町公民館設置管理条例の一部改正について 1-1-9

議案第７号 倶知安町総合体育館管理運営条例の一部改正について 1-1-9

議案第８号 倶知安町営プール管理運営条例の一部改正について 1-1-9

議案第９号 倶知安町旭ヶ丘公園パークゴルフ場管理運営条例の一部改正について 1-1-9

議案第10号 倶知安町営野球場等体育施設管理運営条例の一部改正について 1-1-9

議案第11号 倶知安町営ソフトボール球場設置管理条例の一部改正について 1-1-9

議案第12号 倶知安町旭ヶ丘公園多目的広場管理運営条例の一部改正について 1-1-9

議案第13号 平成30年度倶知安町教育委員会の権限に属する事務の管理及び執行の状況の点検及び評価について 1-1-15

教育委員の議席の指定 －

議案第１号 令和元年度倶知安町スポーツ表彰被表彰者の決定について 1-1-16

R1⑮ 　1.10.31 議案第１号 倶知安町スポーツ指導員の任命について 1-1-11

R1⑯ 1.11.12 現地調査（学校訪問） －

議案第１号 定例行政報告について 2条

議案第２号 令和元年度教育費補正予算（案）について 1-1-10

議案第３号 倶知安町民生委員推薦会委員の推薦について 1-1-11

議案第１号 令和元年度全国体力・運動能力、運動習慣等調査の結果について 2条

議案第２号 令和元年度教育費補正予算（案）について 1-1-10

R2② 2. 2. 7 議案第１号 令和２年度学校給食費の諮問について 2条

議案第１号 令和２年度学校給食費の決定について 2条

議案第２号 令和２年度教育執行方針（案）について 1-1-1

議案第３号 令和２年度教育費予算（案） 1-1-10

議案第４号 定例教育行政報告について 2条

議案第５号 令和元年度教育費補正予算（案）について 1-1-10

議案第１号 令和２年度教職員人事（管理職・一般教職員）について 1-1-4

議案第２号 「倶知安町社会教育中期行政計画（令和２年度～６年度）」の策定について -

R2⑤ 2. 3.25 議案第１号 倶知安町教育委員会職員人事について 1-1-5

議    案    件    名

H31⑦ 31. 4.24

R1⑧ 31. 6. 3

R1⑩ 1. 7. 2

R1⑫ 1. 8.19

R1⑭ 1.10. 1

R1⑰ 1.11.25

R2① 2. 1.14

R2③ 2. 3. 2

R2④ 2. 3. 5

R1⑬ 1. 8.29
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年・回 開催日 摘　要

議案第１号 学校評議員の委嘱について 2条

議案第２号 倶知安町社会教育指導員の任命について 1-1-11

議案第３号 倶知安町社会教育指導員の任命について 1-1-11

議案第４号 倶知安町教育委員会の職務に従事する臨時職員等の任用に関する規則の一部改正について 1-1-9

議案第５号 倶知安町学校管理規則の一部改正について 1-1-9

※法～地方教育行政の組織及び運営に関する法律の一部を改正する法律

（報告議案）

年・回 開催日 議    案    件    名 摘　要

一般行政報告 1条2

報告第１号 特別職非常勤職員、一般非常勤職員及び一般非常勤職員（パートタイマ―）の任用について 1条2

報告第２号 平成31年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について 1条2

一般行政報告 1条2

報告第１号 平成31年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について 1条2

一般行政報告 1条2

報告第１号 令和元年度特別職非常勤職員、一般非常勤職員及び一般非常勤職員（パートタイマー）の任用につ
いて

1条2

R1⑫ 1. 8.19 一般行政報告 1条2

報告第１号 令和元年度特別職非常勤職員、一般非常勤職員及び一般非常勤職員（パートタイマー）の任用につ
いて

1条2

報告第２号 令和元年度教職員人事（一般教職員）について 1-1-4

一般行政報告 1条2

報告第１号 令和元年度全国学力・学習状況調査の結果について 1条2

R1⑮ 1.10.31 一般行政報告 1条2

一般行政報告 1条2

報告第１号 令和元年度教育費補正予算（案）について 3条2

報告第２号 令和２年度教育費予算（案）重点事項について 3条2

R2⑥ 2. 3.27 報告第１号 令和元年度要保護及び準要保護児童・生徒の認定状況について（入学前支給分） 1条2

（協議議案）

年・回 開催日 議    案    件    名 摘  要

協議第１号 倶知安町教育大綱（案）について －

協議第２号 「倶知安町社会教育中期行政計画（令和２年度～６年度）」について －

協議第３号 倶知安町立小学校の適正配置について －

議    案    件    名

R2⑥ 2. 3.27

H31⑦ 31. 4.24

R1⑧ 1. 6. 3

R1⑩ 1. 7. 2

R1⑬ 1. 8.29

R1⑭ 1.10. 1

R1⑱ 1.12.18

R2③ 2. 3. 2
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倶知安町教育委員会が所管する補助金一覧

補助事業名

補助金額 （円）

備考３０年度

（実績

額）

元年度

（実績

額）

令和２年

度

（予算

額）

中文連大会出場補助金

幼稚園就園奨励費補助金

私立幼稚園振興補助金

全道･全国小中学校体育競技大会出場費

倶知安町教育研究会補助金

倶知安町奨学金

倶知安農業高等学校教育振興事業補助金

全道へき地複式教育研究大会後志プレ大会補助金

後志特別支援学級児童生徒の集い事業補助金

0

0

0

3,445,415

430,000

3,012,000

1,227,000

30,000

150,000

0

0

0

3,787,330

430,000

2,280,000

1,227,000

0

0

30,000

0

0

3,000,000

430,000

3,264,000

1,227,000

0

0

参加奨励

就学援助

運営補助

参加奨励

研修奨励

就学援助

事業補助

運営補助

運営補助

倶知安町文化協会補助金

倶知安町女性の会補助金

倶知安町 PTA 連合会補助金

倶知安町スポーツ協会補助金

スポーツ少年団本部事業補助金

町民スポーツフェスティバル事業補助金

スポーツ少年団各種大会参加交通費補助金

ＦＩＳ公認ニセコグランヒラフカップ大会補助金

倶知安町青年団体協議会補助金

子ども特派員派遣事業助成金

倶知安町ラジオ体操連盟補助金

倶知安町青少年育成会補助金

スキー国際大会等参加助成金

1,400,000

150,000

282,000

7,936,000

862,000

900,000

354,000

700,000

60,000

387,600

70,000

140,000

0

1,450,000

150,000

282,000

5,628,000

870,000

856,177

245,000

0

0

397,120

70,000

140,000

0

1,450,000

150,000

282,000

6,569,000

1,174,000

900,000

500,000

700,000

60,000

455,680

70,000

140,000

600,000

運営補助

運営補助

運営補助

運営補助

事業補助

事業補助

参加奨励

運営補助

運営補助

運営補助

運営補助

運営補助

参加奨励
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公 民 館 36,777 名 36,951 名 33,687 名

世代交流センター 11,206 名 9,724 名 4,558 名

絵 本 館 17,550 名 16,285 名 11,655 名

美 術 館 5,240 名 4,988 名 5,619 名

風 土 館 5,261 名 5,249 名 5,090 名

総 合 体 育 館 70,288 名 67,649 名 65,554 名

学 校 夜 間 開 放 12,860 名 13,281 名 11,948 名

野 球 場 75 団体 50 団体 67 団体

庭 球 場 9 団体 1 団体 0 団体

ソフトボール場 54 団体 46 団体 40 団体

多 目 的 広 場 16 団体 18 団体 22 団体

パークゴルフ場 13,611 名 13,408 名 13,232 名

町 営 プ ー ル 10,133 名 9,683 名 9,660 名

旭ヶ丘スキー場 96,153 名 106,274 名 112,142 名

社会施設 施設利用状況

平成29年度 平成30年度 令和元年度
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